
水門開放前後における湖山池の塩分・溶存酸素量変化 

【水環境対策チーム】 
 

初田亜希子、森貴俊*、竹内章、畠山恵介、森明寛、宮本康、九鬼貴弘 
 
１ はじめに 

 鳥取県鳥取市に位置する湖山池では、近年アオコや

ヒシの大発生による周辺住民への悪影響が問題となっ

ていた。そこで平成 24 年 1 月、県と市は湖山池の環

境改善や水管理の方向性を示す将来ビジョン 1)を策定

した。この将来ビジョンに基づき、湖山池の水交換を

高め、湖水の塩分濃度を（塩化物イオン濃度として）

2,000～5,000mg/L にすることで、恵み豊かな汽水域

として再生することを目指して、平成 24 年 3 月に湖

山池への海水の流入を制御していた湖山川水門が開放

された。 
本報では当所で実施してきた水門開放前後の水質モ

ニタリングの結果から、平成 23～24 年度の湖山池の

塩分・溶存酸素量変化について記す。 
 
２ 調査方法 

 毎月湖内 44 地点（図１）において、多項目水質計

（Hydrolab社製 Datasonde5X）を用いて、湖面から

湖底まで鉛直方向に塩分・溶存酸素量を測定した。測

定結果から、GIS ソフト（環境システム株式会社製

HydroGraph）を用いて、コンターグラフを作成した。 

図１ 調査地点（44地点） 

３ 結果 

（１）塩分変化 

１）表層（図２、図３） 

開門前は全域で低濃度だったが、開門1ヶ月

後、池口から北岸にかけての範囲で若干の塩分

濃度上昇が確認された。その後は全域で塩分濃

度が上昇したが、南・西部に位置する流入河川

の河口域は他の地点に比べ低濃度だった。 
２）湖底直上 
  開門後数日で、最深部を中心とした北岸深場

の塩分濃度上昇が確認された。その後は全域で

塩分濃度が上昇したが、特に最深部を中心とし

た中央部から北岸にかけての深場で、6 月以降

顕著に上昇し、塩分濃度が最も高い状況は8月

下旬から10月上旬にかけて続いた。 
 

（２）溶存酸素量変化 

１）表層 

開門前はヒシが繁茂していた西岸の浅場にお

いて長期的な貧酸素化が生じていたが、開門後

はほぼ解消した。 
２）湖底直上 

    表層同様、開門前はヒシが繁茂していた西岸

の浅場において長期的な貧酸素化が生じていた

が、開門後はほぼ解消した。最深部を中心とし

た中央部から北岸にかけての深場では開門前後

とも広範囲の貧酸素化が6月以降顕著になった。 
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図２ 開門直近の表層塩分変化(平成24年2月～4月) 

図３ 同時期の表層塩分比較（平成23年度、平成24年度） 
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図４ 開門直近の湖底直上塩分変化(平成24年2月～4月) 

図５ 同時期の湖底直上塩分比較（平成23年度、平成24年度） 
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図６ 開門直近の表層溶存酸素量変化(平成24年2月～4月) 

図７ 同時期の表層溶存酸素量比較（平成23年度、平成24年度） 
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図８ 開門直近の湖底直上溶存酸素量変化(平成24年2月～4月) 

図９ 同時期の湖底直上溶存酸素量比較（平成23年度、平成24年度） 
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